
 

 

 

建設リサイクル法の適用を受ける工事の契約事務等の流れ 「フロー図」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 解体工事に要する費用 
2 再資源化等に要する費用 
3 分別解体の方法 
4 再資源化をする施設の名称 
 及び所在地 

対象工事の判定 

特記仕様書に明記 
(リサイクル法対象工事) 

協 議 

(参考 別紙 1 作成) 

工事部局 工事契約 受注者 

別紙 2 に確認明記 
課受付印(係長対応) 

内容確認 
(再資源化費用、数量、 

処理施設等) 

内容確認 
(再資源化費用、数量、 

処理施設等) 

従来どおり 

入札の告示 

入 札 

契 約 

別紙 2 作成 

再生資源利用計画書 

解体・再資源化 

再生資源利用計画書 
(実施書) 

「設計変更」は、「入札後の協議通知」を「設計変更通知」、「契約」を「請
書の提出」に読み替え、③④の手続きを行う。 

契約 

現場着手 

① 

現場完了 

工事しゅん功 

NO 

② 

③ 

④ 

⑥ 

⑦ 

YES 

協議成立 

協議通知 

通知書送付 
（建築指導部） ⑤ 

 



 

《参考》「別紙１｣ 協議用内訳書(発注者) 

１．解体工事に要する費用（直接工事費、解体に伴う仮設費及び運搬費は含まない） 

工種 内訳名称 形質 数量 単価 金額 

土工 擁壁取り壊し工 人力    

  機械    

  人力・機械併用    

 コンクリート殻積

み込み工 

    

      

      

 

２．再資源化等に要する費用 

工種 内訳名称 形質 数量 単価 金額 

土工 コンクリート殻処

分費 

    

 コンクリート殻運

搬費 

    

 ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ殻運

搬費 

    

      

      

 

３．再資源化をする施設の名称及び所在地 

特記仕様書を明記している施設とする。 

 

  



 

｢別紙２｣ 受注者提出用 

 

（別紙） 

１．解体工事に要する費用（直接工事費：但し解体に伴う仮設費及び運搬費は含まない） 

        ，０００円（税抜き） 

 

２．再資源化等に要する費用（直接工事費：処理費、運搬費等） 

        ，０００円（税抜き） 

 

３．分別解体の方法 

内訳 分別解体の方法 

 □人力  □機械  □人力・機械併用 

 □人力  □機械  □人力・機械併用 

 □人力  □機械  □人力・機械併用 

 

４．再資源化をする施設の名称及び所在地  

記入例： ｢特記仕様書に明記されている施設とする。｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議済 
○○○課 ○○○係長 【課受付印】 

 
 


